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（論文審査の要旨） 

本研究は、切除不能膵がん患者に対する化学療法の個別化をめざし、ゲムシタビ

ン塩酸塩（GEM）とテガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム配合剤（S-1）の

個別の最適な投与法の立案に寄与した研究である。 

 まず、切除不能膵がんに対する化学療法で、生存期間の延長が得られる患者を治

療前に識別するための予後指数を作成した。予後指数により患者を 3 群に識別し、

化学療法により利益を受ける患者を感度よく予後を識別できることが明らかとな

った。 

 次に、GEM と S-1 の好中球減少の Grade が、良好な治療反応性に寄与することを

明らかにした。GEM と S-1 において好中球減少を発症した患者では、全生存期間と

無増悪生存期間の延長を認め、特に好中球減少の Grade 2 で効果が最大となること

が明らかとなった。 

 さらに、GEM と S-1 で好中球減少の Grade 2 を目指した用量調整を行うことを、

QOL および薬剤経済学的な観点から評価し、推奨すべき治療であることを明らかに

した。 

本研究は、切除不能膵がんに対する化学療法の個別化の必要性を明らかにし、新

たな指標を示した臨床上の重要な知見であり、学術上の価値から学位論文に十分に

値すると判断した。 
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